
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

0 16,000 16,000 16,000

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

地域自治体や商工団体が一体となって開催する商談会を支援し本県の基幹産業であるものづくり産業の国際競争力強化を目指すため、

県の関与は必要であり、今後も事業を継続していく。

目標に対

する成果

の状況

テーマゾーンの設置による次世代産業分野等における新技術・新産業創出へ取り組み、さらに海外企業・団体の出展により国際交流の促

進を図る等の取り組みにより、目標を大きく上回る成果となっている。

 概算事業費（B（A）+C）

0 16,826 16,826 16,826

826 826

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

16,000 16,000

概　算

人件費

0.00 0.10 0.10 0.10

0

16,000 16,000

826

16,000 16,000 16,000

合計（A) 0 16,000

1,200件

(337社)

25年度

25年度25年度

25年度 26年度

当初予算

補正予算

事業内容

（単位：千円）　

項目

実施方法

H25事業実績

H25

H26

（当初） （決算） （当初）

展示商談会の主催実行委員

会に対する助成

補助金

出展企業数334社、来場者数26,056人、16,000千円補

助

16,000 16,000 16,000

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

県内ものづくり産業の振興を図るためには、国際的かつ一定規模の展示商談会への助成には、

県の関与が必要である。また、複数市町村に範囲が及ぶ事業であるため、県が実施すべき事業

である。長野県ものづくり産業振興戦略プラン

課・室 産業政策課サービス産業振興室

総合５か年

計画

プロジェクト  1-1-7次世代産業の創出 E-mail

service@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-1信州を牽引するものづくり産業の振興

16,000

本県の基幹産業であるものづくり産業の国際競争力強化を目指し、地域の自治体、商工団体等が一丸となって開催する商談会に対して

助成し、次世代産業分野の商談や国内外の企業連携を促進する。

県内ものづくり産業の一層の振興を図るために、県内で開催される展示商談会で一定の要件（国際的産学官・産産連携の促進や一定以

上の中小製造業者の出展等）を満たす展示会開催に対して支援が必要である。

成果目標の達成状況

項目

商談件数（件）

事業番号 07 02 03 

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

地域ものづくり産業国際展開推進事業費補助金

地域ものづくり産業国際展開推進事業費補助金地域ものづくり産業国際展開推進事業費補助金

地域ものづくり産業国際展開推進事業費補助金

担

当

課

部局 産業労働部

1成長産業の創出　2有望市場の開拓 実施期間 H24 ～ H28

1,200件

(332社)

1,494件

(334社)

達成

商談件数1,200件

Ｈ25

H26

目標

H24末

（実績）

目標 成果

達成状況

1,500件

(332社)

合計 16,000 16,000


